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地域別構想 

１.豊岡地区        ６.中泉・今之浦地区 

２.岩田・大藤・向笠地区  ７.田原・御厨・西貝・南御厨地区 

３.豊田北部        ８.天竜・長野・於保地区【大泉町含む】 

４.豊田南部        ９.竜洋地区 

５.見付地区       １０.福田地区 
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地域別構想とは 
全体構想は、磐田市全域を対象として都市のあるべき姿を示したもので、これを基に地域ごとの具

体的なまちづくりの方針を示したものが地域別構想です。 

 なお、地域別構想には、概ね 10年以内のまちづくりの方針を定めています。 

 

地域別構想の構成 

（１）地区の現況 
（２）地域のまちづくり方針 

土地利用や市街地整備、道路、緑地、都市環境等の基本方針 
まちづくり方針図 

 

 

地域区分 

地域の区分は、従前の計画内容の継承、生活圏としてのまとまりを勘案し、以下の 10地区に区分

します。 

 なお、実際のまちづくりにあたっては、この区分にとらわれ過ぎることなく柔軟に進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

岩田・大藤・向笠 豊  岡 

豊田北部 

豊田南部 

見  付 

中泉・今之浦 

田原・御厨・西貝・南御厨 
天竜・長野・於保 

竜  洋 

福  田 

豊かな自然と調和する 
広域交通基盤を活かした産業振興 

（Ｐ52～55） 

良好な緑や水辺の保全と 
幹線道路を活かした 
メリハリある土地利用 

（Ｐ56～59） 

農商工が連携した 
拠点機能の充実 
（Ｐ60～63） 

人々の交流を生む 
文化交流拠点の充実 
（Ｐ64～67） 

歴史・文化資源の保全・活用と 
充実した住まい環境の確保 

（Ｐ68～71） 

歩いて楽しめる 
多様な都市の機能の維持・集積 

（Ｐ72～75） 

良好な田園に囲まれ、 
住む・働く・遊ぶ場が近接する

市街地の機能向上 
（Ｐ76～79） 

幹線道路と地域資源を活かした 
交流づくり 

【大泉町含む】（Ｐ80～83） 

地域活力を高めるための 
防災機能の向上と交流の促進 

（Ｐ84～87） 
豊富な地域資源を活かした 

にぎわいづくりと防災機能の向上 
（Ｐ88～91） 
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